






トキソプラズマ(Tp)障害児出産の大部分は，妊娠中の初感染に起因し,早期発見と適切な処

置が必要とされる。しかし,今日まで,トキソプラズマ症の血清学的診断及び処置について,

具体的方法が定められておらず,成績の判断は,各医師の裁量に依存し,かなりの混乱が見

られている。そこで我々は,現在一般に測定されている Tp 血中抗体価の意義を詳細に検討

することによって,その血中抗体価を指標として,診断とその後の処置に関して検討した。 


